釋空満寺通信平成二十九年七月号
　ぶつぶつ　　発責者　田中　誠土

七月の本山行事
· 千日詣り法会

日時　七月九日　日曜日午前十時予定

場所　本山　観音堂・別院本堂
内容　本尊　十一面釋空満観世音菩薩を供養する儀式です。参詣者は、焼香・祈願礼拝の後、記念品を授けます。

　この日一日のご参詣で、千日分の参拝になるとされる縁日です。
· 七月　管長面接予定

東京　二日正午　三日午前十一時

本山　九日　十九日

別院　十四日　二十七日

熊本　十五日　午後二時から

大牟田　十六日午後一時から

武雄　十七日午前十一時から

宮崎　二十六日

大阪・北九州はお休みです
· 八月　管長面接予定
東京　二日　三日

大阪　五日　六日
本山　九日　十九日
宮崎　二十六日
別院　二十七日
熊本・大牟田・武雄・北九州はお休み
▼八月十五日夕刻　本山・別院は

精霊送り日を行います。
　皆様からの送り火の灯明を奉納頂き、
　その灯明の明かりで、ご先祖様を霊界にお送りする行事です。
★「あの世通信」
　先月号の続きです。

　人間界の修行結果によって、霊界の行き場所が違うと書いていましたが、霊界の構造をイメージしないと分かりにくいのでイメージ図を書いてみます。



　ピラミッド形のイメージで書いて見ましたが、あくまでもイメージ図ですのでご了承下さい。
　丸が人間界、そのすぐ上が、人が死んで往く精霊界、その上のピラミッドの下部が第一から第三の霊界、半分上部が第一から第三の天界です。

　ピラミッドの左側、逆三角形が第三から第一地獄です。

　霊界は霊格の成長順に、第一霊界から第二・第三霊界・第一天界・第二・最高位の第三天界（神界）へと霊格の上昇と共に行き先がアップして行くようです。
第二章　この世とあの世のルール
▼霊界は利他愛で回っている世界
　霊界の基本は利他であり、人のため

にどれだけ出来るかという利他愛が最

も尊重される世界です。

　ですから、精霊界に行っても、どれ
だけ人のために出来たかということが

重要な点として評価されます。

　お金儲けは悪いことではありません。

いくら儲けてもいいのですが、そのお

金をどう使うかです。
　人間界に財産を残しても何の意味も

有りません。精霊界に持って行けるの

は、人間界での修行の成果だけです。
▼地獄に行く人は
　これが一番気になる方もお有りかも

知れませんが、ひとことで言えば、死

んでも欲が抜けない人です。生きてい

る間に反省すればそれでいいのですが、

精霊界に行ってもまだ欲が残ったまま

の人、嫉妬や恨み、妬みが残ったまま

の人は地獄に行きます。つまり、自己
欲の深い人は、地獄に行きやすいので

す。但し、強制的に送られることはあ

りません。
ただ、周りがみな同じような考えの

霊ばかりで、自己欲、物欲、名誉欲、支配欲など欲の皮の突っ張った人は、そんな人ばかりが住む地獄界の方を選択するようです。
第三章　命を放棄するという大罪
▼自殺者はあの世でどんな待遇を受け

るか。
　自殺者は精霊界に行っても、独房の

ような所に一人で入れられ、気が遠く

なる長い期間、反省をしなければなら

ないようです。なぜそんなに厳しいの

かは、霊界から人間界に来るときに、

自分で人生のシナリオを決め修行内容

を決めて来ているのに、それを守れな

かったから厳しい反省を促されるので

す。つまり、人間界に来る時に必ず乗

り越えられるだけの修行を用意してい

たのに、それを忘れて修行をしなかっ

たことが、厳しい反省につながるので

す。
第四章　私たちは国を選び、母を選んで生まれてくる

人が人間界に生まれるのには、霊界に居る段階で、どんな環境の母親を選ぶかは、それぞれの霊格によって自分自身が選択して人間界に生まれるのです。
そういう意味で、障がいがあって生まれる方は、自分でそうした厳しい条件下で生まれる事を選んで生まれて来られたのですから、人間としても最終段階の修行の人が多いのです。
そして障がいがあって生まれるお子さんは、お母さんのためにも、お母さんに修行させるために生まれて来たともいえるのです。

▼障がいのあるお子さんのお母さんは大変でしょうが、霊界から見ると、とても幸せなお母さんです。なぜなら、そうした霊格の高い子どもたちに選ばれているからです。

　霊格が高い人、修行の最終段階の人は厳しい人生を選んで生まれてくるそうです。現世では、楽な人生ほど霊格が高いと思われる風潮がありますが、それは全く逆なのです。

▼人間ならば死に対する恐怖や不安を持つのは当然。死んだらその後どうなるのか分からないから不安になります。死んだあとのことがはっきりしていれば、たとえ病気になっても不安はなくなるはずです。

　生きる目的がわからないから、悩んだり不安になったりするのです。いい会社、いい仕事に就いていい人生を送るのは目標です。人生の目標と、生きる目的は違うのです。そのところをまた次回からも勉強しましょう。
　　　　　　　　　　　　　　合掌
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